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３．特色のある養成研修

自治体で行っている特別支援教育コーディネーター養成研修からその特徴を読み取り、いく各

つかのタイプに整理し、事例として示した。

小・中学校コーディネーター養成講座とコーディネーターのリーダー養成《事例 １》

講講座を組み合わせて実施

小・中学校コーディネーター養成講座とコーディネーターのリーダー養成《事例 ２》

講座を組み合わせて実施

小・中学校コーディネーター養成講座として、特殊学級・通級指導担当を《事例 ３》

対象に実施

小・中学校コーディネーター養成講座を他の研修講座と組み合わせて実施《事例 ４》

小・中学校コーディネーター養成講座として、地域の大学と連携して実施《事例 ５》

盲・聾・養護学校のコーディネーターをコーディネーターの指導者として《事例 ６》

実施、実地研修を重視して実施

小・中学校コーディネーター養成講座として内部講師で実施《事例 ７》

盲・聾・養護学校のコーディネーター研修を基礎研修と専門研修に分けて《事例 ８》

実施

インターネット講義配信を活用して実施《事例 ９》

小・中学校コーディネーター養成講座として指定地域ごとに実施《事例１０》

小・中学校及び盲・聾・養護学校のコーディネーターの指導者の養成《事例１１》

小・中学校及び盲・聾・養護学校のコーディネーターの研修を併せて実施《事例１２》

<< 講義構成の記号 >>

各養成研修事例に記述した講義構成の各講義の記号は次のように類別し示している。

記号 内 容

Ⅰ 特別支援教育に関する概論

Ⅱ 指導・支援に関する事項

Ⅲ コーディネーター機能・コーディネーション等に関する事項
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《事例１》

小・中学校コーディネーター養成講座とコーディネーターのリーダー養成講座を組み合わせて実施

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座500
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 ～ 校 受講対象 受講者数51 100
講座( ) 特別支援教育コーディネーター養成研修 小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成(ﾓﾃﾞﾙ地域) 約 人1 110

特殊学級担当 約 人30
内 教頭・教務 約 人25
訳 一般教員 約 人50

その他 約 人5
講座( ) 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰリーダー養成研修 盲・聾・養護学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成 約 人2 40

小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのﾘｰﾀﾞｰ養成 約 人10
（特殊学級・通級指導担当）

＜講座名(1)＞ 小・中学校の特別支援教育コーディネーター養成研修

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

3Ⅰ 特別支援教育概論 講義 特別支援教育の考え方 指導主事
特別支援教育の現状と課題

6Ⅱ 校内における支援体制の構築と 講義 校内支援教育体制の構築 中学校教諭
チーム よる支援 演習 個別指導計画の作成に

1.5Ⅱ 特別な教育的ニーズのある子ど 講義 特別支援教育に関する一般的な知識 指導主事
もの教 実践 演習 の疑似体験育 LD

6Ⅱ 特別な教育的ニーズのある子ど 講義 特別支援教育に関する一般的な知識 研究機関研究職員
もの教育実践 演習 わかる授業作り

1.5Ⅲ コーディネーターの実際 講義 校内委員会の構築と運営上の課題 小学校教諭
3Ⅲ 事例研究 協議 グループ毎の事例研究
1.5Ⅲ コーディネーションの計画と評 コーディネーションの計画と評価 指導主事

価
7延べ日数

＜講座名(2)＞ 特別支援教育コーディネーターのリーダー養成研修
記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

3Ⅰ 特別支援教育概論 講義 特別支援教育の考え方 指導主事
特別支援教育の現状と課題

6Ⅱ 校内における支援体制の構築と 講義 校内支援教育体制の構築 中学校教諭
チーム よる支援 演習 個別指導計画の作成に

1.5Ⅱ 特別な教育的ニーズのある子ど 講義 特別支援教育に関する一般的な知識 指導主事
もの教 実践 演習 の疑似体験育 LD

6Ⅱ 特別な教育的ニーズのある子ど 講義 特別支援教育に関する一般的な知識 研究機関研究職員
もの教育実践 演習 わかる授業作り

1.5Ⅲ コーディネーターの実際 講義 校内委員会の構築と運営上の課題 小学校教諭
WISC 5Ⅱ 個別知能検査の分析 演習 －Ⅲの分析 大学教官
K ABC 3Ⅱ 個別知能検査の分析 演習 － の分析 臨床心理士

Ⅱ 特別な教育的ニーズのある子ど 報告 教育実践報告と協議
もの教育実践 協議

6Ⅲ 事例研究 協議 グループ毎の事例研究
1.5Ⅲ コーディネーションの計画と評 コーディネーションの計画と評価 指導主事

価
10延べ日数

＜備考＞ は、( )( )講座共通講義1 2

［研修講座の構成と各講座の特徴］

・指定地域内の小中学校コーディネーター養成講座とコーディネーターのリーダー養成講座を組み合わせて実施

コーディネーターのリーダー養成講座・講義<<講義構成の工夫>>

・ －Ⅲ等の個別検査法、実践報告が付加される。WISC
共通講義

小中学校コーディネーター養成講座・講義
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《事例２》

小・中学校コーディネーター養成講座とコーディネーターのリーダー養成講座を組み合わせて実施

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座1001 1500
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 ～ 校 受講対象 受講者数50
講座( ) 特別支援コーディネーター養成研修（１） 盲・聾・養護学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成 約 人1 70

小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成 約 人360
内 特殊学級担当 約 人110
訳 教頭・教務・一般教員 約 人200

その他 約 人50
小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのﾘｰﾀﾞｰ養成 約 人20講座( ) 特別支援コーディネーター養成研修（２）2

（リーダー研修） 内 特殊学級担当 約 人10
訳 教頭・教務・一般教員 約 人10

＜講座名(1)＞ 小・中学校の特別支援教育コーディネーター養成研修

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

3Ⅱ 、 高機能自閉症等の 講義 、 高機能自閉症等の理解と支援 研究機関研究職員LD ADHD LD ADHD
理解と支援 の在り方

3Ⅱ 校内における支援体制の構築と 講義 特別支援教育体制と校内委員会の役割 大学教官
チーム よる支援に

LD 3Ⅱ 特別な教育的ニーズのある子ど 講義 等の判断と教育支援 研究機関研究職員
もの実態把握と諸検査 演習 －Ⅲ等の検査法の理解WISC

3Ⅲ コーディネーターの役割と実際 講義 特別支援教育コーディネーターの役割と 研究機関研究職員
個別の教育支援計画について

2延べ日数
＜講座名(2)＞ 特別支援教育コーディネーターのリーダー養成研修
記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

3Ⅱ 特別支援教育体制の整備 講義 校内における特別支援教育体制の整備 研究所研究職員
、 、高機能自閉症の児童生徒へLD ADHD

の支援
3Ⅱ 特別支援教育体制の実際 研究 受講者による各学校での実践報告 研究所研究職員

協議 研究協議
1延べ日数

＜備考＞ は、講座共通講義 リーダー養成は、２つの講義が加わる。

［研修講座の構成と各講座の特徴］

・指定地域内の小中学校コーディネーター養成講座とコーディネーターのリーダー養成講座を組み合わせて実施

・小中学校コーディネーター養成講座・講義に２講義を加えて、コーディネーターのリーダー養成講座とした。

<<講義構成の工夫>>

コーディネーターのリーダー養成講座・講義

小中学校コーディネーター養成講座・講義
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《事例３》

小・中学校コーディネーター養成講座として、特殊学級・通級指導担当を対象に実施

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座500
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 ～ 校 受講対象 受講者数50
講座( ) 特別支援教育コーディネーター養成研修 小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成(ﾓﾃﾞﾙ地域) 約 人1 30

特殊学級・通級指導担当 約 人30
内 教頭・教務 約 人0
訳 一般教員 約 人0

その他 約 人0

＜講座名(1)＞ 特別支援教育コーディネーター養成研修（小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成＜ﾓﾃﾞﾙ地域＞）

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

3Ⅰ 特別支援教育概論 講義 今後の特別支援教育の考え方 指導主事
特別支援教育推進上の配慮事項

3Ⅰ 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ概論 講義 コーディネートの目的、コーディネータ 指導主事
ーの役割、校内支援体制作り

1.5Ⅰ 校内委員会の充実について 講義 校内委員会の組織的な運営について 指導主事
3Ⅱ 校内支援体制の整備について 実地 校内支援体制の具体的方策について 巡回相談員

研修
LD ADHD LD ADHD 1.5Ⅱ 、 高機能自閉症等の 講義 医学的視点から見た 、 高機能 大学医学部教官
指導 自閉症
LD ADHD LD ADHD 3Ⅱ 、 高機能自閉症等指 講義 、 、高機能自閉症の理解と支援 専門家チーム
導

6Ⅰ 個別の教育支援計画の作成につ 演習 個別の教育支援計画の作成、実施、評価 専門家チーム
Ⅱ いて 個人情報の管理の在り方

1.5Ⅱ カウンセリングマインド 講義 児童生徒、保護者、学級担任との面接 指導主事

1.5Ⅲ コーディネーションの実際 事例 指定校における実践事例の報告と協議 小学校教諭
報告

6Ⅱ 各学校における特別支援教育推 実地 各小・中学校における事例の報告と協議
Ⅲ 進体制の報告 研修

3延べ日数

［研修講座の構成と各講座の特徴］

、 、 。・指定地域内の小・中学校コーディネーター養成講座として 特殊学級・通級指導担当を対象に 内容を精選し実施

・コーディネーターを特殊学級担任、通級指導担当に位置付け、研修の対象としている。したがって、研修内容が

精選されている。

・講師として、専門家チームスタッフ、巡回相談員を起用している。

<<講師スタッフの工夫>>

<<ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ指名の工夫>> 研修講座の内容

↓

講師スタッフ

小・中学校ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

専門家チームとしての資質

巡回相談員

特殊学級・通級指導担当

としての資質
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《事例４》

小・中学校コーディネーター養成講座を他の研修講座と組み合わせて実施

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座501 1000
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 ～ 校 受講対象 受講者数50
講座( ) 特別支援教育コーディネーター養成研修 小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成 約 人1 10

特殊学級・通級指導担当 約 人

内 教頭・教務 約 人

訳 一般教員 約 人

その他 約 人

＜講座名(1)＞ 小・中学校特別支援教育コーディネーター養成研修

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

3Ⅰ 特別支援教育概論 講義 特別支援教育について 指導主事
特別支援教育推進モデル事業について

2Ⅰ 特別支援教育と校内支援体制の 講義 特殊教育から特別支援教育へ 小学校教諭
整備と指導について 校内支援体制の実際（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの役割）

個別の指導計画の立案
2Ⅱ 学習障害の理解と指導 講義 学習障害の理解と指導 大学教官

LD ADHD LD ADHD 6Ⅱ 、 、高機能自閉症児 講義 、 、高機能自閉症児等への支援
等への支援 （研究発表会参加）
LD ADHD 2Ⅱ 、 、高機能自閉症児 講義 対象児童生徒の指導法 巡回相談員
の指導法

2Ⅱ 個別発達検査の見方 講義 個別発達検査の見方 小学校教諭
演習

2Ⅱ 検査結果についての事例研究 演習 検査結果についての事例研究 小学校教諭
3＜備考＞ は、他の研修講座の受講 延べ日数

［研修講座の構成と各講座の特徴］

・指定地域内の小・中学校コーディネーター養成講座として、他の研修講座等と関連付けて実施する。

・派遣研修で研修をした教諭と巡回相談員を講師として起用する。

<<講師スタッフの工夫>>

<<他の研修講座と組み合わせる>>

特別支援教育講座

小・中学校ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

研修講座の内容 講師スタッフ

巡回相談員

ＬＤ指導講座
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《事例５》

小・中学校コーディネーター養成講座として、地域の大学と連携して実施

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座501 1000
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 ～ 校 受講対象 受講者数50

小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成(ﾓﾃﾞﾙ地域) 約 人50
特殊学級・通級指導担当 約 人30

講座( ) 特別支援教育コーディネーター養成研修 内 教頭・教務 約 人1 10
訳 一般教員 約 人10

その他 約 人

＜講座名(1)＞ 小・中学校特別支援教育コーディネーター養成研修

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

1Ⅰ 特別支援教育概論 講義 特別支援教育の概要 指導主事
LD ADHD LD ADHD 2Ⅱ 、 の理解と支援 講義 、 の理解と支援 地域の大学

2Ⅱ 、 の理解と支援 講義 高機能自閉症の理解と支援 地域の大学LD ADHD
2Ⅱ 個別の知能検査 講義 個別の知能検査法 地域の大学
2Ⅱ 専門機関での支援の実際 実地 大学教育学部に設置された指導の場での 地域の大学

研修 実地研修
2Ⅲ 関連機関との連携の実際 講義 関連機関の活動内容と小・中学校との連 福祉機関職員

携の実際
4Ⅲ 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの実際 報告 小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの役割、校内支援 小学校教諭

演習 体制作りについての事例報告と演習
3＜備考＞ は、大学との連携した講義 延べ日数

［研修講座の構成と各講座の特徴］

・指定地域内の小・中学校コーディネーター養成講座として実施

・地域の大学の教育学部・医学部のスタッフを講師として起用するほか、大学に設置されているＬＤ等の指導の場と

連携して、実地研修を企画した。

<<地域の大学と連携>>

地域の大学

大学スタッフ小・中学校ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ←

大学の教育的資源研修講座の内容 →
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《事例６》

盲・聾・養護学校のコーディネーターをコーディネーターの指導者として実地研修を重視して実施

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座1001 1500
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 ～ 校 受講対象 受講者数251 300
講座( ) 特別支援教育コーディネーター養成研修 盲・聾・養護学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成 約 人1 30

小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成 約 人

内 特殊学級担当 約 人
訳 教頭・教務・一般教員 約 人

その他 約 人

盲・聾・養護学校のコーディネーター養成研修＜講座名＞

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

3Ⅰ 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ役割 講義 盲・聾・養護学校の地域支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの 指導主事
役割について

3Ⅱ 、 高機能自閉症の理 研究 、 、高機能自閉症児等へ理解と 大学教官LD ADHD LD ADHD
解と支援 協議 支援について 指導主事

6Ⅱ 、 高機能自閉症の相 実地 小学校の通常の学級・特殊学級の参観 指導主事LD ADHD
談支援の実際( ) 研修 相談・支援実習1
LD ADHD 6Ⅱ 、 高機能自閉症の相 実地 小学校の通常の学級・特殊学級の参観 指導主事
談支援の実際( ) 研修 相談・支援実習2

3Ⅱ アセスメントの実際 講義 子どもの理解のためのアセスメント法 大学教官
協議 －行動観察・諸検査－ 指導主事

6Ⅲ 関連機関との連携 講義 医療・労働・福祉との連携 医療・労働・福祉
関係職員

協議 協議のまとめ 指導主事
6＜備考＞ は、実地研修 延べ日数

［研修講座の構成と各講座の特徴］

・盲・聾・養護学校のコーディネーターを地域のコーディネーターの指導者として養成

<<実地研修を重視>>

・地域の小学校で指導の実際を研修

<<備考>>

・この研修講座の他に、小・中学校のコーディネーター養成の研修講座を県及び市町村で実施した。

地域の小学校

参観盲・聾・養護ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

指導・支援の実習研修講座の内容 →

指導者養成
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《事例７》

小・中学校コーディネーター養成講座として内部講師で実施

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座501 1000
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 ～ 校 受講対象 受講者数50
講座( ) 特別支援教育推進モデル事業に係る 盲・聾・養護学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成 約 人1 5

特別支援教育コーディネーター養成研修 小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成(ﾓﾃﾞﾙ地域) 約 人25
内 特殊学級・通級指導担当 約 人10
訳 教頭・教務・一般教員・その他 約 人15

＜講座名(1)＞ 特別支援教育コーディネーター養成研修

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間
1Ⅰ 特別支援教育推進モデル事業に 講義 特別支援教育推進モデル事業の説明 指導主事

ついて
2Ⅰ 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ概論 講義 特別支援コーディネーターの役割と配慮 指導主事

事項
LD ADHD 2Ⅱ 特別な教育的ニーズのある子ど 講義 、 等の一般的知識及び教育的対 指導主事

もの理解と対応 応の在り方
2Ⅱ 特別な教育的ニーズのある子ど 研究 特別な教育的ニーズのある子どもの支援 指導主事

もの支援における諸課題 協議 における諸課題
2Ⅱ 校内支援体制の構築と支援の実 事例 校内支援体制の構築と支援の実際につい 小学校教諭

際 報告 ての事例報告 中学校教諭
2Ⅱ 校内支援体制の構築と学校に行 講義 校内支援体制の構築と学校における具体 指導主事

ける具体的支援の展開 的支援ついて
2Ⅱ 支援事例の検討による校内支援 協議 各学校からの支援事例の検討による校内 指導主事

体制の見直し 支援体制の検討
2Ⅱ 学校内における特別支援教育体 事例 学校における特別支援教育体制の構築の 小学校教諭

制推進の在り方 研究 事例研究 中学校教諭
2Ⅱ 支援事例の検討による校内支援 協議 各学校からの支援事例の検討 指導主事

体制の改善
2Ⅲ ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝの計画と評価 演習 ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝによる全体的な取り組みの評 指導主事

価とその活かし方について
3延べ日数

［研修講座の構成と各講座の特徴］

・指定地域内の小・中学校コーディネーター養成講座として実施し、教育委員会指導主事と小・中学校の教諭を講師

として研修講座を実施した。

教育委員会指導主事と小・中学校の教諭を講師とした研修講座を実施<<講師の工夫>>
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《事例８》

盲・聾・養護学校のコーディネーター研修を基礎研修と専門研修に分けて実施

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座500
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 ～ 校 受講対象 受講者数50
講座( ) 基礎研修 盲・聾・養護学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成 約 人1
講座( ) 専門研修 盲・聾・養護学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成 約 人2
講座( ) 特別支援教員研修 小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成 約 人3

基礎研修 （盲・聾・養護学校の指導者養成講座）＜講座名(1)＞

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

3Ⅰ 地域での支援の在り方 講義 コーディネーターに期待されるもの 大学教官
協議 地域の教育課題

3Ⅱ 特殊教育研修講座を受講 講義 教育相談の在り方 療育機関職員
3Ⅱ 特殊教育研修講座を受 講義 幼児への対応 大学教官講
3Ⅱ 特殊教育研修講座を受講 講義 校内支援体制の整備 研究機関研究職員
3Ⅱ 特殊教育研修講座を受講 講義 、 等への支援 指導主事LD ADHD

協議

6Ⅱ 特殊教育研修講座を受講 講義 発達検査の理論と実習 指導主事
6Ⅱ 県における特別支援教育の実際 協議 特別支援教育研究協議会 大学教官
6Ⅱ 地域での特別支援教育の実際 特別支援教育教員研修協議会参加

Ⅲ
8＜備考＞ は、他講座の受講 延べ日数

専門研修 （盲・聾・養護学校の指導者養成講座）＜講座名(2)＞

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

Ⅱ 事例研究・研究協議 講義 地域における相談活動 大学教官 ４日
協議 小中学校における巡回指導

地域支援ネットワーク
カウンセリング実習事例報告

Ⅱ 教育相談会体験実習 実習 相談実習 小・中学校等 ２日
ガイダンス実習

Ⅱ コンサルテーション実習 実習 指導の実際 小・中学校等
日Ⅱ カウンセリング実習 実習 教育相談実習 小・中学校等 6

延べ日数＜備考＞

小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成研修＜講座名(3)＞

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

3Ⅰ 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ概論 講義 コーディネーターに期待されるもの 大学教官

3Ⅱ 事例研究協議 協議 個別的な支援教育 研究機関研究職員
3Ⅱ 研究協議 講義 事例研究 大学教官
3Ⅱ 特殊教育研修講座を受講 講義 校内支援体制作り 研究機関研究職員
3Ⅱ 特殊教育研修講座を受講 講義 、 等への支援の実際 指導主事LD ADHD
6Ⅱ 県の特別支援教育の実際 協議 特別支援教育研究協議会 大学教官
3Ⅰ 特殊教育研修講座を受講 講義 学校経営 特殊教育専門官
3Ⅱ 特殊教育研修講座を受講 講義 教育相談の在り方 療育機関職員
6Ⅱ 特殊教育研修講座を受講 講義 発達検査の理論と実習 指導主事
9＜備考＞ は、他講座の受講 延べ日数

［研修講座の構成と各講座の特徴］

・従来から実施していた指導者養成講座を盲・聾・養護学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成として位置付けた。

・他講座の受講を通して構成する研修講座を実施

・ 、 、高機能自閉症、コンサルテーション、カウンセリング研修講座の受講をコーディネーター養成研修にLD ADHD

位置付けた。
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《事例９》

インターネット講義配信活用して実施

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座1001 1500
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 ～ 校 受講対象 受講者数50
講座( ) 特別支援教育コーディネーター養成研修 小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成(ﾓﾃﾞﾙ地域) 約 人1 50

内 特殊学級・通級指導担当 約 人35
訳 教頭・教務・一般教員・その他 約 人15

＜講座名(1)＞ 特別支援教育コーディネーター養成研修（小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成＜ﾓﾃﾞﾙ地域＞）

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

1Ⅰ 特別支援教育概説 講義 特別支援教育モデル事業について 指導主事
ADHD ADHD 1Ⅱ の理解と支援 講義 の理解と支援 特殊研講義配信

2Ⅱ 高機能自閉症の理解と支援 講義 高機能自閉症の理解と支援 指導主事
LD ADHD 1Ⅱ 、 等の理解と支援 講義 アセスメントの実際 指導主事

1Ⅱ 個別の知能検査 講義 実態把握のためのアセスメント 特殊研講義配信
3Ⅱ 実践交流及び協議 講義 実践交流及び協議 指導主事

延べ日数＜備考＞ は、インターネットを利用した講義

［研修講座の構成と各講座の特徴］

・国立特殊教育総合研究所が配信する講義を研修講座に位置付けて構成した。

国立特殊研特殊教育センター

概論 インターネット

実践報告・協議 専門講義←

講義配信
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《事例１０》

小・中学校コーディネーター養成講座として指定地域ごとに実施

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座2000 2500
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 ～ 校 受講対象 受講者数300 350
講座( ) 特別支援教育コーディネーター養成研修 小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成(ﾓﾃﾞﾙ地域) 約 人1 350

特殊学級・通級指導担当 約 人

内 教頭・教務 約 人

訳 一般教員 約 人

その他 約 人

＜講座名(1)＞ 小・中学校特別支援教育コーディネーター養成研修＜ﾓﾃﾞﾙ地域＞

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

1.5Ⅰ 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ概論 講義 特殊教育から特別支援教育へ 指導主事
小中学校における特別支援教育
個別の指導計画
特別支援教育コーディネーターに求めら
れる資質と役割
特別支援教育推進体制モデル事業の概要
と今後の展開
LD 1Ⅱ 特別な教育的ニーズのある児童 講義 の定義、特徴、理解の仕方、教育的対 指導主事

生徒の教育の実践に関すること 応、 の定義、特徴、理解の仕方、ADHD
教育的対応、共通の指導上の配慮、障害
毎の具体的な指導内容、方法
疑似体験

1Ⅲ 関係機関とのネットワークや支 講義 特別支援教育の理解と校内体制作り 指導主事
援体制の構築とチームによる支 ネットワーク作りの在り方
援 コンサルテーションの在り方

保護者・ＰＴＡとの連携
専門性の向上と研修
個別の指導計画の作成と活用
指導体制の工夫・配慮

1.5Ⅲ 校内における特別支援教育体制 講義 先進事例 指導主事
の構築 協議 校内委員会での支援

今後の取り組みに対する協議
１延べ日数

［研修講座の構成と各講座の特徴］

・指定地域内の小・中学校コーディネーター養成講座として、自治体内の各地域で実施した。
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《事例１１》

小・中学校及び盲・聾・養護学校のコーディネーターの指導者の養成

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座500
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 校 受講対象 受講者数50
講座( ) 特別支援教育コーディネーター養成研修 盲・聾・養護学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀのリーダー 約 人1 20

小・中学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのリーダー

特別支援教育コーディネーター養成研修（コーディネーターのリーダー養成）＜講座名(1)＞

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

LD ADHD 3Ⅰ 、 の理解と対応 講義 特別支援教育の担当専門研修の目的 大学教官
Ⅱ 、 の理解と対応LD ADHD

6Ⅱ 発達障害概論 講義 発達障害論の概念 療育センター職員
、 についてLD ADHD

3Ⅱ アセスメント概論 講義 アセスメントについての概説 研究機関研究職員
演習 心理アセスメントの概説

Ⅲ、 の各検査WISC- K-ABC
WISC- 3Ⅱ 検査法 Ⅲ 講義 知能検査の意義 指導主事

演習 Ⅲの特徴、実施の手順WISC-
検査実習

K-ABC K-ABC 6Ⅱ 検査法 講義 の基本理念 大学教官
演習 の特徴、実施の手順K-ABC

検査実習
LD 3Ⅱ 読み書き障害の指導 講義 読み書き障害の概説 関連機関職員

演習 通常の学級の中での配慮事項
3Ⅱ 算数障害の指導 講義 算数障害の概説 大学教官

算数障害の子どもへの指導法
3Ⅱ 個別の指導計画作成 講義 個別の指導計画について 研究機関研究職員

演習 事例演習
3Ⅱ ソーシャルスキルの指導 講義 ソーシャルスキルの指導 大学教官

演習 教師のためのカウンセリング
3Ⅱ 学校のおける配慮事項 演習 保護者との信頼関係作り 大学教官

の指導のポイント（学習、行動、心理LD
面）

3Ⅱ 学校保護者への支援 講義 コーディネーターの役割 大学教官

3Ⅱ 進路指導と自立支援 研究 特性と関連する就労上の課題 大学教官
協議 労働行政と就労支援

3Ⅱ 事例研究 講義 事例研究法概論 大学教官
演習 事例研究演習

Ⅱ 事例検討会 演習 事例検討会 指導主事

6Ⅲ 研修成果報告会 発表 研修成果報告 医療・労働・福祉
関係機関職員
指導主事

6＜備考＞ 延べ日数

［研修講座の構成と各講座の特徴］

・コーディネーターの指導者となる人材の養成を充実したカリキュラムで実施した。
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《事例１２》

小・中学校及び盲・聾・養護学校のコーディネーターの研修を併せて実施

自治体の 小・中学校数 ～ 校 養成研修講座1000 1500
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 指定地域内小・中学校数 ～ 校 受講対象 受講者数50
講座( ) 特別支援教育コーディネーター養成研修 盲・聾・養護学校のコーディネーター 約 人1 100

小・中学校のコーディネーター 約 人400

特別支援教育コーディネーター養成研修（コーディネーターのリーダー養成）＜講座名(1)＞

記号 講義・演習等の題目 形態 内容 講師 時間

3Ⅰ 特別支援教育体制の整備 講義 特別支援教育体制と校内委員会の役割 大学教官

Ⅱ 地域における特別支援教育体制の整備

LD ADHD LD ADHD 3Ⅱ 、 、高機能自閉症の 講義 、 、高機能自閉症の理解と支援 研究機関研究職員

理解と支援 の在り方

2Ⅱ 特別支援教育コーディネーター 講義 特別支援教育コーディネーターの役割と 研究機関研究職員

の役割 個別の教育支援計画について

LD ADHD LD ADHD 3Ⅱ 、 、高機能自閉症と 講義 、 、高機能自閉症の判断 研究機関研究職員

教育的支援 教育心理検査法の理解

LD ADHD LD ADHD 3Ⅱ 、 、高機能自閉症へ 研究 校内における支援体制と 、 、高 研究機関研究職員

の校内支援体制 協議 機能自閉症への支援

Ⅱ 研究協議 報告 実践事例の報告と協議

Ⅲ 協議

3＜備考＞ 延べ日数

［研修講座の構成と各講座の特徴］

・小・中学校のコーディネーターー及び盲・聾・養護学校のコーディネーターの研修を併せて実施する。

・全県を対象に多人数での研修講座として実施した。


